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1.はじめに 

  JR 西日本管内湖西線は最高時速 130km／h の高速運転線区であり、動揺対策、ﾚｰ

ﾙ折損防止などの設備管理にはより一層の精度が要求される。JR 西日本ではシェリング

傷の横裂深さを検査するために「横裂見つけ太郎」という器具を用いているが、図－1 に

示すように、当保線区管内のシェリング傷は、年々増加し、検査・検査記録表作成に多

大な労力を費やしている現状である。そこで今回検査記録表の作成を効率化できない

かと考え、横裂見つけ太郎処理ソフトの開発を行ったので、その概要を発表することとす

る。 

2.検査記録表作成行程 

検査記録表作成行程を説明する。①レール底部若しくは台紙に検査日・線別・

現場キロ程等を記入し、現場状況ビデオ撮影②横裂見つけ太郎によるシェリング傷

の検査（写真－1）並びに検査画像撮影③録画した画像を、パソコンを介して DV 形

式から JPG 形式の画像に変換④JPG ファイルの混乱を避けるために、表―１に示

すようにファイル名の１桁目を上下線別、２～６桁目をキロ程、７桁目を左右ﾚｰﾙ別、

８・９桁目を探触子深さ、１０桁目を感度もしくは記録の区別と

する⑤検査記録表に現場画像、検査画像貼り付け、必要事

項入力（図－2）⑥野帳からエクセル管理野帳にデータ転記

⑦野帳と検査記録表の照合、以上が簡単な流れである。１

日あたりに作成できる記録表はおおむね５０枚程度で、③～

⑤の行程の処理時間配分は図－3 に示す通りである。図―

３に示すように、画像貼り付け処理が5割以上を占めており、

この要因としては、①一枚ずつ画像を挿入しなければならない②一枚の検査記録表に 5 枚の画像貼り付けが必要③検査記録表貼

付枠に寸法を合わせる、が挙げられる。つまり、画像貼り付け処理を

改善すれば、大幅な時間短縮になると考えられる。 

3.ソフト開発におけるコンセプト 

図―5 に示すように、検査記録表作成後は、画像貼り付け間違い

等がないか管理野帳と照合し確認を行うことから、野帳と検査記録

表には多くの対応点がある。この点に着目し、野帳から管理野帳の

作成の仕方を検討し、管理野帳を活用して検査記録表に画像を自

動的に貼り付けることを主目的としたソフト開発を考えた。管理野帳

の利用法は、記録表に貼り付ける画像（JPG ファイル名）と見つけ太

郎の検査 No を関連づけさせればよいと考えた。ソフト開発におけるコンセプト及び仕様

を表－2 に示す。この中で、検査記録表に画像を貼り付ける操作の要である、②－1 管

理野帳に見つけ太郎検査 No 入力方式における処理内容②－2 管理野帳に JPG ファイ

ル名入力方式における処理内容について、その概要を説明することとする。その他の項

目については紙面の都合上割愛させて頂くこととする。 
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10・・・10mm　15・・・15mm　30・・・30mm
B・・・感度調整　T・・・探傷記録

記入例

R・・・右　L・・・左
D・・・下り　U・・・上り
探傷記録　U17k680L10T
感度調整　D17k680R10B
現場状況　D17k680R

表－1 JPG ﾌｧｲﾙ名記入例 

②-7 検査記録表作成の一括処理
②-8 JPGファイル名が異なる場合の対応

②-3 10・15・30mm以外の検査位置の対応
②-4 時系列管理の強化（検査記録表様式変更）
②-5 過去の検査履歴の自動更新
②-6 新規シェリング傷の検査記録表自動作成

①処理ソフト操作方法の簡易化
②検査記録表への画像自動貼り付け
②-1 管理野帳に見つけ太郎検査No入力方式
②-2 管理野帳にJPGファイル名入力方式

表－2 ソフト開発コンセプト一覧 

図ー1　湖西保線区総シェリング数推移表
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図－3 検査記録表作成時間構
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●現場状況

画像データなし

確　認

助役 係長

平成17年6月3日 吉岡 A2 10mm以上15mm未満

1972年9月 1974年7月

検査実施日 検査実施者 判定ランク 横裂深さ 探傷車キロ程 探傷車ランク

左 50N

線　　名 線別 キロ程 左右別

湖西線 下 27 7750

レール種別 レール製造年月

レールシェリングきずの精密な検査記録表（標準）

湖西 保線区 管理室

レール敷設年月

H１７年度　レール探傷検査湖西保線区　（本区）

探傷車 現場 左 管理開始16年度17年度冬季前多客前

№ 線別から まで キロ程 キロ程 右 年月 ランク ランク ランク ランク

1 下 西大津 構内 27,277.0 左 05/7 A1 21 22 19 20

2 下 西大津 構内 4,875.3 4,874.3 左 05/7 A1 25 26 23 24

駅間 基１５
ｍｍ

検１５
ｍｍ

基３０
ｍｍ

検３０
ｍｍ

基１０
ｍｍ

検１０
ｍｍ

照合確認項目
・線別
　　　　・現場キロ程
　　　　　　　　・レール左右別
　　　　　　　　　　　　・シェリング判定ランク
　　　　　　　　　　　　　　　　・見つけ太郎検査No

図-5　野帳と検査記録表の照合
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3－1 管理野帳に見つけ太郎検査 No 入力方式における処理方法 

見つけ太郎の検査は、現場状況撮影→基準感度画像録

画→探傷記録画像録画という手順で行っている。ソフト開発

の上で、現在行っている検査の手順を変更すれば、検査が

煩雑になることから、この手順を画像貼り付け時のルールと

した。画像貼り付けを自動化するうえで、全検査数の一番最

初の見つけ太郎検査Noとそれに対応するJPGファイル名をソフト上で１箇所入力すれば、その日の全ての画像が自動的に記録表

に貼り付くようにすればよいと考えた。つまり、検査開始後の１番最初のみつけ太郎検査Ｎｏに対応するＪＰＧﾌｧｲﾙ名を入力すれば、

全てが自動で記録表を作成するようにした。また、現場写真は見つけ太郎検査 No の様に判別する番号がなく、管理野帳にも入力

する欄がないため、JPG ファイル名により現場写真か見つけ太郎の画像かを判別させるのは困難である。そこで、図―6 に示すよう

に、管理野帳に「現場写真」欄を追加し現場写真有りは 1 を入力、無しは空白にすることで判別させる方法とすることとした。 

3－2 管理野帳に JPG ﾌｧｲﾙ名入力方式における処理方法 

3－1 方式では一定の検査サイク

ルでなければ、記録表は作成する

ことができない。そこで JPG ファイ

ル名自体を活用することとした。図

－7 に示すように、JPG 形式変換時

の JPG ファイル名は自動的に０００

０１．ｊｐｇのように数字が連番で割り当てられることから、ＪＰＧ変換時のＪＰＧﾌｧｲﾙ名をＯＳ上で確認し、検査画像に対応した JPG ファ

イル名を管理野帳に入力すれば、記録表に必要な情報を与えることができると考えられる。以上のことから、現場で定められた手順

以外の方法でも画像貼り付けを自動的に行い、記録表を作成できるようにした。 

４、問題点と解消について 

3－1、3－2 に示す方法によりソフト開発を行っ

たが、検査するシェリング数にもよるが、何日間に

もわたり検査を実施していくため、検査者の検査

手順の誤りなどにより、３－１、３－２に対応した管

理野帳を２種類（みつけ太郎の検査ＮＯが入力し

てある管理野帳とＪＰＧﾌｧｲﾙ名を記載した管理野

帳）を管理しなければならないという問題が生じる。

そこで、みつけ太郎とＪＰＧﾌｧｲﾙ名を一致させるよ

うに検査を実施すれば、管理野帳を２重管理しな

くてもよいと考えられることから、図－8に示すように、管理野帳の現場写真欄に「5」を入力し、見つけ太郎検査Noを「6」とするように

見つけ太郎自体の検査 No を現場写真分先送りすることとし、これを繰

り返すことで問題点を解消することができた。 

５．まとめ 

処理ソフト使用時の時間削減効果を当保線区をモデルにして算出

する。H17年度末の1800個で計算すると、表－3に示す通り、年間278

（310H－32H）時間＝35.9（278ｈ÷7.75ｈ）人工削減が出来る。この処

理ソフトは現在当社内で水平展開中であり、使用されるようになれば、当保線区だけでなく、今まで見つけ太郎の検査記録表作成

で苦難していた区所についても十分な効果が期待される。 

６.おわりに 

見つけ太郎処理ソフトは現在当区で使用しており、使用経過は良好に推移している。また、今後は他区所での使用状態、削減効

果を把握し、問題点が出ればそれに対応していく考えである。 

図－7 管理野帳へのJPGファイル名入力イメージ 

表－3 処理ソフト使用効果比較 
処理ソフト使用前 処理ソフト使用後

検査記録表作成数（1日） 50枚 50枚
検査記録表作成数時間 465分 48分
探傷車走行後検査 1800個×7.75H／50枚＝279H 1800個×0.8H／50枚＝28.8H
冬期前検査 100個×7.75H／50枚＝15.5H 100個×0.8H／50枚＝1.6H
多客期前検査 100個×7.75H／50枚＝15.5H 100個×0.8H／50枚＝1.6H
合計時間 310時間 32時間

現場写真欄
H１７年 度 　レール 探 傷 検 査 湖 西 保 線 区 　（本 区 ）

探 傷 車 現 場 左 管 理 開 始 16年 度 17年 度

№ 線 別 か ら まで キ ロ程 キ ロ程 右 年 月 ラ ンク ランク

1 下 西 大 津 構 内 4,871.1 左 05/7 A1 1 7 8 5 6
2 下 西 大 津 構 内 4,875.3 4,874.3 左 05/7 A1 1 11 12 9 10

駅 間 現 場
写 真 基 １０

ｍ ｍ
検 １０
ｍ ｍ

基 １５
ｍ ｍ

検 １５
ｍ ｍ

基 ３０
ｍ ｍ

検 ３０
ｍ ｍ

図－6 管理野帳入力イメージ 図－6 管理野帳入力イメージ 

H１７年度　レール探傷検査湖西保線区　（本区）
探傷車 現場 左 管理開始 16年度17年度

№ 線別 から まで キロ程 キロ程 右 年月 ランク ランク

1 下 西大津 構内 4,871.1 左 05/7 A1 5 8 9 6 7
2 下 西大津 構内 4,875.3 4,874.3 左 05/7 A1 10 13 14 11 12

基１５
ｍｍ

検１５
ｍｍ

基３０
ｍｍ

検３０
ｍｍ

駅間 現場
写真

基１０
ｍｍ

検１０
ｍｍ

00000005.JPGというファイル名を確認し「5」を入力

00000006.JPGというファイル名を確認し「6」を入力

H１７年度　レール探傷検査湖西保線区　（本区）

探傷車 現場 左 管理開始 16年度17年度

№ 線別 から まで キロ程 キロ程 右 年月 ランク ランク

1 下 西大津 構内 4,871.1 左 05/7 A1 1 7 8 5 6
2 下 西大津 構内 4,875.3 4,874.3 左 05/7 A1 1 11 12 9 10

問題点この方法では、検査時に写真撮影順番が現場、見つけ太郎というルールでない場合は適用できない。 探傷車 現場 左 管理開始16年度17年度

№ 線別 から まで キロ程 キロ程 右 年月 ランク ランク

1 下 西大津 構内 4,871.1 左 05/7 A1 5 8 9 6 7
2 下 西大津 構内 4,875.3 4,874.3 左 05/7 A1 10 13 14 11 12

H１７年度　レール探傷検査湖西保線区　（本区）【ソフト入力用野帳（JPGファイル名）】

探傷車 現場 左 管理開始 16年度17年度

№ 線別 から まで キロ程 キロ程 右 年月 ランク ランク

1 下 西大津 構内 4,871.1 左 05/7 A1 5 8 9 6 7
2 下 西大津 構内 4,875.3 4,874.3 左 05/7 A1 10 13 14 11 12

H１７年度　レール探傷検査湖西保線区　（本区）【検査記録表照合用】

探傷車 現場 左 管理開始 16年度17年度

№ 線別 から まで キロ程 キロ程 右 年月 ランク ランク

1 下 西大津 構内 4,871.1 左 05/7 A1 7 8 5 6
2 下 西大津 構内 4,875.3 4,874.3 左 05/7 A1 11 12 9 10

問題点この方法では、ソフト入力用野帳と検査記録照合用の２種類の野帳を管理しなければならない。

図ー１０　　見つけ太郎検査番号とＪＰＧファイル名を一致させる方法　
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①野帳に見つけ太郎検査ナンバー入力方法

②野帳にＪＰＧファイル名入力方法
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図－8 見つけ太郎検査 No と JPG ﾌｧｲﾙ名の一致 
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